














から、平成 24 年 5 月 1 日現在のデータを整理し
ておこう。
まず、全国の公立学校に在籍している外国人児
童生徒数は 71,545 人で（平成 22 年度より 2,669
人減少）、そのうち、日本語指導が必要な外国人




となり、この 4 言語で全体の 82.7% を占める。
日本語指導が必要な日本人児童生徒は6,171人（平
成 22 年度より 675 人増加）いる。
栃木県では日本語指導を必要とする外国人児童
生徒数は 575 人で、その主要学校別内訳は、小学
校 430 人、中学校 127 人、高等学校 16 人となっ
ている。また、その主要母語別内訳は、スペイン
語 221 人（38.3%）、ポルトガル語 173 人（30.0%）、

























平成 25 年 5 月 1 日現在、栃木県内の公立小中
学校の外国人児童生徒数は、小学校 873 人、中学
校 449 人である。そのうち、日本語指導が必要
な児童数は小学校 442 人（総数の 50.6%）、中学
校 107 人（総数の 23.8%）である。外国人児童の
半数が日本語指導を必要としているのに対し、外
国人生徒においてはその比率が 2 割に留まってい
る。中学生生徒の学年別内訳は、1 年 156 人、2
年 158 人、3 年 135 人である（栃木県教育委員会
提供「平成 25 年度小・中学校教育課程等に係る
調査結果から」）。平成 26 年 3 月での外国人生徒
の卒業生を 135 人と仮定すると、今回の調査で進
路が把握できた 119 人はその母数の 86.2% に当
たる。
Ⅱ　生徒の属性と進路結果の概要
119 人の生徒の性別は、男性 64 人（53.8%）、
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女性 53 人（44.5%）、無回答 2 人（1.7%）であっ
た。主な母語別状況では、日本語 25 人（21.0%）、
ス ペ イ ン 語 22 人（18.5%）、 ポ ル ト ガ ル 語 20
人（16.8%）、フィリピノ語（タガログ語）13 人
（10.9%）、中国語 12 人（10.1%）、タイ語 3 人（2.5％）
であった。日本語を母語とするものが一番多かっ
た。主要国籍別では、ブラジル 33 人（27.7%）、
ペルー 29 人（24.4%）、中国 13 人（10.9%）、フィ
リピン 13 人（10.9%）、ベトナムとタイ各 5 人
（4.2%）である。
ブラジル国籍 33 人のうち、ポルトガル語母語
19 人（57.6%）、日本語母語 8 人（24.2%）、日本
語とポルトガル語の 2 か国語 2 人（6.1%）、無回
答 4 人（12.1%）である。ペルー国籍 29 人のう
ち、スペイン語母語 20 人（69.0%）、日本語母語
4 人（13.8%）、日本語とスペイン語の 2 か国語 1
人（3.4%）、無回答 4 人（13.8%）である。中国
国籍 13 人のうち、中国語母語、11 人、日本語母
語 2 人である。フィリピン国籍 13 人のうち、フィ
リピノ語（タガログ語）母語が 11 人（84.6%）、
英語とヴィサヤ語各 1 人（15.4%）である。タイ
国籍 5 人のうち、タイ語母語 3 人、日本語母語 2
人である。日本国籍 2 人の母語はフィリピノ語（タ
ガログ語）である。パキスタン国籍 3 人のうち、
ウルドゥー語母語 2 人、無回答 1 人である。
119 人のうち、中学 3 年時に日本語指導が必要









68 人（57.1%）で、無回答が 2 人（1.%）いた。
来日年齢別状況は、日本生まれを意味する 0 歳
が 42 人（35.3%）、1-5 歳 10 人（8.4%）、6-9 歳 8


















は 1 人（0.8%）しかいなかった。進学希望者 111
人のうち、公立高校希望者は 82 人（73.9%）、私




日制 58 人（48.7%）、公立定時制 15 人（12.6%）、
公立通信制 1 人（0.8%）、私立全日制 29 人（24.4%）、
私立通信制 1 人（0.8%）、産業技術学校 2 人（1.7%）、
専修（専門）学校・外国人学校・特別支援学校は




が、表 2 である。日本語指導「有」35 人の進路
























制 22 人（66.7%）、公立定時制 6 人（18.2%）、私
立全日制 3 人（9.1%）、外国人学校 1 人（3.0%）、
未定 1 人（3.0%）である。ペルー国籍の生徒は、
29 人中、公立全日制 10 人（34.5%）、公立定時制
4 人（13.8%）、私立全日制 12 人（41.4%）、専修




制 2 人（15.4%）、帰国と未定合わせて 3 人（23.1%）
となっている。中国国籍の場合は、13 人中、公





る生徒が 10 人以上の主要 5 母語別進路状況につ
いてみておくと、日本語を母語とする 25 人のう
ち、公立全日制 16 人（64.0%）、公立定時制 2 人
（8.0%）、私立全日制 5 人（20.0%）、未定 2 人（8.0%）
である。スペイン語 22 人のうち、公立全日制 6
人（27.3%）、公立定時制 4 人（18.2%）、私立全
日制 9 人（40.9%）、産業技術学校 1 人（4.5%）、
帰国と未定合わせて 2 人（9.0%）である。ポル
トガル語 20 人の場合、公立全日制 13 人（65.0%）、
公立定時制 4 人（20.0%）、私立全日制と外国人




校が各 1 人（7.7%）、帰国と未定合わせて 3 人
（23.1%）である。中国語の場合は、12 人のうち、

























科に対して 3 教科（国・数・英）である。A 検査




13 人で、その母語別状況は中国語 5 人、フィリ
ピノ語（タガログ語）5 人で、その他は韓国語 1 人、
ペルシャ語 2 人、国籍別では中国 5 人、フィリピ
ン 5 人、日本とイランの二重国籍が 2 人、韓国が
1 人である。
13 人の受検結果は、以下の通りである。A 検
査を受検したのは 10 人であったが、そのうち 4
人が全日制に合格した。A 検査を不合格になった
6 人のうち 1 人は公立定時制に進学した。他の不
合格だった 5 人のうち 3 人は B 検査で受検し全
日制に合格し、1 人は B 検査も不合格で、その後
公立通信制に進学した。他の 1 人は B 検査を受
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けずに帰国した。





A 検査あるいは B 検査で 8 人が公立全日制に合
格し、その他の 5 人の進路は公立定時制 1 人、公
立通信制 1 人、私立全日制 2 人、帰国 1 人であった。
特別措置で受検した 13 人の生徒のうち日本語












平成 22 年度末から平成 24 年度末にかけて行っ








































































































1 人 1 人
―
2 人 4 人 35 人
28.5% 25.7% 2.9% 17.1% 2.9% 2.9% 2.9% 5.7% 11.4% 100%
無
46 人 5 人
―
23 人 1 人 1 人 1 人
― ―
1 人 1 人 2 人 81 人
56.8% 6.2% 28.4% 1.2% 1.2% 1.2% 1.2% 1.2% 2.5% 100%
無回答
2 人 1 人




58 人 15 人 1 人 29 人 1 人 2 人 1 人 1 人 1 人 1 人 3 人 6 人 119 人



























― 1 人 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1 人 2 人 1 人
50.0% 50.0% 100.0% 50.0%
中国
6 人 ― ― 6 人 ― ― ― ― ― 1 人 ― ― 13 人 12 人
46.2% 46.2% 7.7% 100.0% 92.3%
韓国
2 人 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2 人 2 人
100.0% 100.0% 100.0%
ブラジル
22 人 6 人 ― 3 人 ― ― ― 1 人 ― ― ― 1 人 33 人 32 人
66.7% 18.2% 9.1% 3.0% 3.0% 100.0% 97.0%
フィリピン
5 人 1 人 1 人 2 人 ― ― ― ― 1 人 ― 2 人 1 人 13 人 10 人
38.5% 7.7% 7.7% 15.4% 7.7% 15.4% 7.7% 100.0% 76.9%
ペルー
10 人 4 人 ― 12 人 ― ― 1 人 ― ― ― 1 人 1 人 29 人 27 人
34.5% 13.8% 41.4% 3.4% 3.4% 3.4% 100.0% 93.1%
台湾
― ― ― 1 人 ― ― ― ― ― ― ― ― 1 人 1 人
100.0% 100.0% 100.0%
タイ
1 人 2 人 ― ― 1 人 1 人 ― ― ― ― ― ― 5 人 5 人
20.0% 40.0% 20.0% 20.0% 100.0% 100.0%
パキスタン
2 人 ― ― 1 人 ― ― ― ― ― ― ― ― 3 人 3 人
66.7% 33.3% 100.0% 100.0%
ベトナム
3 人 ― ― 2 人 ― ― ― ― ― ― ― ― 5 人 5 人
60.0% 40.0% 100.0% 100.0%
その他
4 人 1 人 ― 2 人 ― 1 人 ― ― ― ― ― 2 人 10 人 8 人
40.0% 10.0% 20.0% 10.0% 20.0% 100.0% 80.0%
二重国籍
3 人 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 3 人 3 人
100.0% 100.0% 100.0%
合計
58 人 15 人 1 人 29 人 1 人 2 人 1 人 1 人 1 人 3 人 6 人 1 人 119 人 109 人






























16 人 2 人 ― 5 人 ― ― ― ― ― ― ― 2 人 25 人 23 人
64.0% 8.0% 20.0% 　 8.0% 100.0% 92.0%
中国語
4 人 ― ― 7 人 ― ― ― ― ― 1 人 ― ― 12 人 11 人
33.3% 58.3% 8.3% 　 　 100.0% 91.7%
韓国語
1 人 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1 人 1 人
100.0% 　 　 100.0% 100.0%
ポルトガル語
13 人 4 人 ― 1 人 ― ― ― 1 人 ― ― ― 1 人 20 人 19 人
65.0% 20.0% 5.0% 5.0% 　 5.0% 100.0% 95.0%
フィリピノ語
（タガログ語）
4 人 2 人 1 人 2 人 ― ― ― ― 1 人 ― 1 人 2 人 13 人 10 人
30.8% 15.4% 7.7% 15.4% 7.7% 7.7% 15.4% 100.0% 76.9%
タイ語
― 1 人 ― ― 1 人 1 人 ― ― ― ― ― ― 3 人 3 人
33.3% 33.3% 33.3% 　 　 100.0% 100.0%
スペイン語
6 人 4 人 ― 9 人 ― 1 人 ― ― ― ― 1 人 1 人 22 人 20 人
27.3% 18.2% 40.9% 4.5% 4.5% 4.5% 100.0% 90.9%
英語
1 人 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1 人 1 人
100.0% 　 　 100.0% 100.0%
ウルドゥー 語
2 人 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2 人 2 人
100.0% 　 　 100.0% 100.0%
その他
5 人 ― ― 1 人 ― ― ― ― ― ― 1 人 ― 7 人 6 人
71.4% 14.3% 14.3% 　 100.0% 85.7%
二か国語
1 人 1 人 ― 1 人 ― ― ― ― ― ― ― ― 3 人 3 人
33.3% 33.3% 33.3% 　 　 100.0% 100.0%
無回答
5 人 1 人 ― 3 人 ― ― 1 人 ― ― ― ― ― 10 人 10 人
50.0% 10.0% 30.0% 10.0% 　 　 100.0% 100.0%
合計
58 人 15 人 1 人 29 人 1 人 2 人 1 人 1 人 1 人 1 人 3 人 6 人 119 人 109 人
48.7% 12.6% 0.8% 24.4% 0.8% 1.7% 0.8% 0.8% 0.8% 0.8% 2.5% 5.0% 100.0% 91.6%
※母語その他とは「インドネシア語、モンゴル語、ペルシャ語、ヴィサヤ語、バングラデッシュ語」のことである。
※二か国語とは「日本語とポルトガル語、日本語とスペイン語」のことである。
表 5　特別措置を受検した 13 人の進路結果
国籍 母語 受験実地状況 日本語指導 結果
中国 中国語 A 検査 有 公立全日制
日本とイラン ペルシャ語 A 検査 有 公立全日制
日本とイラン ペルシャ語 A 検査 有 公立全日制
中国 中国語 A 検査 有 公立全日制
フィリピン フィリピノ語 A 検査 有 公立定時制
韓国 韓国語 B 検査 有 公立全日制
フィリピン フィリピノ語 A 検査・B 検査両方 有 公立全日制
中国 中国語 A 検査・B 検査両方 有 公立全日制
フィリピン フィリピノ語 A 検査・B 検査両方 無 公立全日制
フィリピン フィリピノ語 A 検査・B 検査両方 有 公立通信制
中国 中国語 特色選抜、B 検査 有 私立全日制
中国 中国語 特色選抜、B 検査 無 私立全日制
フィリピン フィリピノ語 A 検査 有 帰国
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This document presents the results of the fourth survey on the situation of foreign students after junior-high-
school graduation, conducted in Tochigi prefecture.  Data of 119 foreign junior-high graduates was collected.  
Regarding the entire sample, the main results are: the students’ high-school continuation rate is 87.3%, and most 
of the students made their decision among these three high-school choices, 48.7% entered full-time public schools, 
24.4% went on to full-time private schools and 12.6% to part-time public schools.  Students with Filipino background 
register a high-school continuation rate of 69.2%, the lowest amongst foreigners.  The high-school continuation rate 
of students who received Japanese language coaching is 74.3%, from which 28.6% went to full-time public schools, 
25.7% to part-time public schools and 17.1% to full-time private schools.  According to the above figures, another 
finding of the current paper is the high percentage of Japanese-language-coached students who enrolled in part-time 
public schools, compared with the same ratio over the entire sample.  Pertaining to students who were able to take 
advantage of the Special Entrance Examination System, we received data of 13 students that is about 10% of the 
entire surveyed population.  Out of 13, the results are as follows: 8 students were able to pass the Special Entrance 
Examination, from whom 7 received Japanese-language tutoring.
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